
治会連合協議会

夫

適
切
な
対
応
を
迅
速
に

調
布
市
長

長
友

貴
樹

調
布
市
自
治
会
連
合
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市

．一
　
政
各
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解
、
か
」
協
力
を
賜
り
、
厚

一
．　
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
未
だ
見
通
せ
な
い
中
、

本
年
も
市
を
取
り
巻
く
多
く

の
事
業
が
延
期
ま
た
は
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
貴
協
議
会
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
昨
年
度
は
定
期
総
会
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
中
止
す
る
な
ど
、
多
く

の
活
動
機
会
が
減
少
し
、
地
域
の
絆
づ
く
り
に
た
い
へ
ん
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
及
び
東
京
都
の
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

貴
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
＞」
の
難
局
を
と
も
に
乗
り
越
え

一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
、
市
政
に
対
し
よ
り

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
調
布
市
自
治
会
連
合
協
議
会

の
益

々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様

の

ご
多
幸
、
ぃ
」
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
―

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
！

調
布
市
自
治
会
連
合
協
議
会
　
会
長
　
右
塁
尿

工灰

土
〈

２
年
を
超
す
大
変
な

コ
ロ
ナ
禍
、
思
え
ば
国
の
政
策
。対

応
の
遅
れ
で
国
民
が
悩
ま
せ
ら
れ
て
来
た
よ
う
に
さ
え
感

じ
ま
す
。
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
な
ど
報
道
か
ら
都
民

の
動
き
を
見

る
と
、
よ
う
や
く
期
待
通
り
感
染
者
数
は
減

っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

調
布
市
は
、
東
京
都
市
部
で
は
４
番
目
の
人
口
数
で
す
が
、
調
布
医
師
会
を

中
心
に
懸
命
な
対
策
を
推
進
し
て
対
応
を
進
め
て
も

「
感
染
者
数
で
は
３
番

目
」
の
状
況
。
感
染
者

の
多

い
隣
接
地
区

の
影
響
が
原
因
と
思

っ
て
ま
し
た

が
理
由
に
は
な
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
期
待
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
自
治
会
活
動
が
実
行
出
来
ず
、
自
治
会
会
員

の
皆
さ
ん

の
期
待
に
沿
え
な
か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

活
動
不
足
を
取
り
返
す
た
め
、
各
自
治
会

で
対
策
を
進
め
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
が
、　
一
人

一
人
が
も
う
少
し
我
慢
し
て
自
治
会

の
総
力
を
結
集
し
、
明

る
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

2-351 市役所内 TEL/FAX1042-487-3770
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守
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判
周

闘

　

の
　

　

で
　

　

中

で
す

ｌ

サ
イ
ズ
を
実
践
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
む
こ
と
か
ら
、
無
事
開
催

で
き
る
こ
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
―

地
　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
を
　
月
に
―

安
全
対
策
関
連
で
は
、
一昨
年
は
市
民
防
災
研
究
所
の
坂
口
隆
夫

様
を
講
師
に
お
招
き
し
防
災

フ
オ
上
フ
ム
を
、
昨
年
は

「災
害
時
に

お
け
る
無
線
機
の
使
用
を
中
心
と
し

た
安
全
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
た
づ
く

り
前
広
場
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度

「地
域
の
底
力
発
展
事
業
助
成
」

申
請
額
が
決
定
し
都
に
送
付
し
ま
し
た
。

東
京
都
の

「地
域
の
底
力
発
展
事
業
助
成
」
へ
の
申
請
を
目
指
し
、

門
偉
広
報
委
員
長
が
中
心
と
な

っ
て
取
り
ま
と
め
て
き
た
今
年
度

の
申
請
が
、
数
回
の
修
正
や
変
更
作
業
の
結
果
、
よ
う
や
く
東
京
都

が
申
請
を
受
理
し
、
７
月
初
め
に
は

「決
定
通
知
」
が
届
き
ま
す
。

今
年
度
の
申
請
は
昨
年
と
同
様
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開

催
の
特
典
が
あ
り
、
通
常
な
ら
対
象
助
成
額
の
１
／
２
の
助
成
額
し

か
助
成
さ
れ
な
い
の
に
１０
／
１０
と
満
額
助
成
さ
れ
る
の
で
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
す
が
目

一
杯
の
企
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

先
月
発
送
し
た
総
会
議
案
書
に
も
記
載

　

一
ｉ
　
　
　
　
ｔ
ａ
「

飢粁
『計
数
「東鉄醐
叫
知
数
．　
　
　
＼

員
会
で
す
。

フ テ 内 ド  l招 生 武 司 H 13サ 今
今
年
は
、
近
年
頻
発
す
る
水
害
対

応
に
つ
い
て
の
地
域
の
在
り
方
に
関

し
て

「
多
摩
川
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」
の

（中
間
）
報
告
を
ふ
ま
え

て
、

―
を
１０
月
に
開
催

す

る
予
定

で
す
。

風
１９
号
に
よ
る
多
摩
川
の
浸
水
被
害
時
に

お
け
る
情
報
伝
達
の
重
要
性
が
再
確
認
さ

れ
、
各
自
治
会
に
誰
で
も
使
用
可
能
な
無
線

機
を
使
用
し
た
伝
達
訓
練
を
実
施
し
非
常
時

の
混
乱
防
止
を
図
り
ま
す
。

安
全
対
策
セ
ミ
ナ
ー
は
１０
月
６
日
（水
）
に

開
催
予
定
で
す
。
両
方
で
９
４
．４
万
円
。

「広
報
委
員
会
」
は
、
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習
会
と
そ
の

維
持
管
理
講
習
会
を
目
的
と
し
、
誰
も
が
所
属
団
体
は
も
と
よ
り
、

他
団
体
の
動
向
や
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
若

い
ネ

ッ
ト
世
代

ヘ

の
自
治
会
活
動

へ
の
理
解
・参
加
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
従
前
か
ら
実

施
し
て
い
る
年
２
回
の
広
報
紙
の
発
行
と
合
わ
せ
５
３
．４
万
円
。

「会
員
増
強
委
員
会
」
は
、
調
布
市

へ
の
転
入
者
を
対
象
に
、
自
治

会
が
取
り
組
ん
で
い
る
実
態
等
を
印
刷
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
市
民
課
窓
口
で
手
渡
し
た
り
、
従
前
に
作
成
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ツ
ク
を
改
定
し
、
自
治
会
相
談
会
や
自
治
会
説
明
会
な
ど
の

場
で
配
布
し
、
自
治
連
協
の
周
知
と
加
盟
促
進
を
図
り
ま
す
。
金
額

は
２
１
．３
万
円
。

以
上
、
３
委
員
会
合
わ
せ
た
合
計
額
は
１
６
９
．１
万
円
で
す
。

■
賛
助
会
員

様

○
自
治
連
協

へ
の
ご
支
援

事
」
協
力
に

心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
―

■

団

体

…

。
調
布
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
調
布
交
通
安
全
協
会

・
調
布
地
区
防
犯
協
会

。
調
布
災
害
防
止
協
会

・
共
同
募
金
調
布
地
区
協
力
会

・
調
布
市
商
工
会

・
調
布
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

企

業

…

高
津
装
飾
美
術

（株
）

林

建

設

（株
）

シ
マ
ダ
ハ
ウ
ス

（株
）

（株
）
伊
藤
左
官
工
業

斉
藤
倉
庫

（株
）

共
進
倉
庫

（株
）

（有
）
永
易
運
輸

（株
）
ウ
ィ
ー
ド

小
田
急
バ
ス
（株
）

京
王
バ
ス
東

（株
Ｙ
調
布

（営
）

昭
和
信
用
金
庫

多
摩
川

（支
）

（株
）
東
京
ス
タ
ン̈
ア
ム

（株
）
く
ら
し
の
友

。
調
布

（支
）

深
大
寺

矢
田
部
茶
屋

深
大
寺

雀
の
お
宿

深
大
寺

門
前

深
大
寺

多
聞

深
大
寺

水
神
苑

ユ
ウ
キ
食
品

（株
）

三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
２
０

調
布
セ
ン
タ
ー

（株
）
調
布
清
掃
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「千
年
の
命
の
ぶ
」
と
い
う

・
‥
布
多
天
神
社

¨
茅
の
輪
く
ぐ
り

茅
の
輪
く
ぐ
り
と
は
、
し
め
縄
と
し
て
も
用
い
ら
れ

る
茅

（か
や
）
で
作

っ
た
大
き
な
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
に

よ

っ
て

一
年
前
半

の
械
れ
を
落
と

し
心
身
を
清
め
、
そ

の
年

の
後
半

も
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
無
病

息
災

や
厄
除
け
、
家
内
安
全
を
祈

り
願
う
伝
統
行
事
。
日
本
全
国
の

多
く

の
神
社

で
、
一
年

の
中
間

の

６
月
３０
日
に
行
わ
れ
る

「
夏
越
の

祓

（
な
ご
し
の
は
ら

い
）
」
の

一
連

の
儀
式
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。

鎮
静

の
先
が
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
特
に
今

年
こ
そ

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
で
お
祓

い
と
お
力
添
え

を
、
神
様
に
お
願
い
し
た

い
も

の
で
す
。

「会
員
の
皆
様

へ
の
お
願

い
」

調
布
市
自
治
連
協
は
、
来
年
１２
月
に
設
立

（創
立
）
５０
周
年
を
迎
え
記
念
誌
発
行
の
準

備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

昭
和
４７
年

（
１
９
７
２
）
‐２
月
設
立
以
降
、

ぉ
ょ
そ
３０
年
間
の
資
料

・
写
真
等
が
少
な
く

探
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ
の
お
願
い
で
す
が
、
自
治
連

協
の
活
動
に
関
し
て
平
成
１３
年

（２
０
０
１
）

以
前
の
資
料
。写
真
等
を
お
持
ち
の
方
は
是

非
と
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
平
成

‐３
年
以
降
の
資
料
で
も
助
か
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
所
属
さ
れ
て
い
る
自
治
会

の
活
動
写
真
等
も
お
持
ち
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
貸
し
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

□
連
絡
先

¨
５０
周
年
記
念
誌
制
作
委
員
会

＊
事
務
局
一〇
４
２
‐４
８
６
‐４
４
７
２
（門
偉
）

上
狛
原
会
長

¨
０
８
０
‐３
０
１
０
‐０
７
２
１

・メ
ー
ル

ご
『
Ｆ
ゆ
９
ｏ
，
Ｒ
ｃ
Ｏ
ｏ
」
Ｌ
ｏ
ｏ
下
ご

調
布
駅
前
広
場
の

「集
団
接
種
会
場
」
は
、

こ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
ま
す
。

医
師

が
待
機
席
を
巡
回
す

る
と

い
う

:             
講習会風景
            i

n_■ _______‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ■

も し さ こ さ グ パ て  題 効 独

夏越しの祓・儀式

。
宮
澤
設
備
工
業
ｍ

共
株
）真
光
書
店

共
株
）
田
仲
新
聞
舗

。
上
石
原

中
村
医
院

。
京
王
メ
モ
リ
ア
ル

（株
）

共
株
）
や
ま
ぐ
ち

（布
田
二
丁
目
）

ｏ
さ
く
ら
ツ
ー
リ
ス
ト

（株
）

・
京
王
不
動
産

（株
Ｙ
調
布

（営
）

共
株
）
共
和
電
業

共
株
）
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

共
株
）
メ
モ
リ
ー
ド
東
京
・

調
布
メ
モ
リ
ー
ド
ホ
ー
ル

共
株
）つ
つ
じ
が
丘
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー

ム
株
）
ハ
ギ
ワ
ラ
オ
ー
ト

・
明
石
会
計
事
務
所

。
ア
ク
ラ
ブ
調
布

。
臭
社
会

西
田
医
院

共
株
）
角
川
大
映
ス
タ
ジ
オ

。
中
国
料
理
　
論
園

共
株
Ｘ
ン
エ
イ
コ
ム
東
京

調
布
局

一軍
一革
一二
‥Ａ
ｉ
ｔ

。
深
大
寺

・
西
光
寺

。
明
西
寺

。
光
照
寺

・
布
多
天
神
社

・
青
渭
神
社

。
国
領
神
社

｛Ｈ
【
ユ
繊
〈
菫
　
・・。

。
緑
ヶ
丘

一
丁
目
自
治
会

・
緑
ヶ
丘
西
部
自
治
会

・
仙
川
。
緑
ヶ
丘
。
若
葉
町
親
和
会

・
深
大
寺
元
町

一
丁
目
自
治
会

菫
一「̈̈
．

一ヽ

・
・
ヽ

。
林
　
貞
夫

（上
石
原
二
丁
目
）

印 :新賛助会員様
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大
町
自
治
会

会
長
　
高
松

光
子

我
が
自
治
会
は
５
委
員
会
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
総
務
委
員
会
は
、〈ム
圭成
等
の
実
施
計
画
、
自
治

会
の
活
動
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
と
、
新
規
会
員

勧
誘
の
取
組
、
共
同
募
金

（赤
い
羽
根

・
歳
末
助
け

合
い
）
等
に
協
力
、
回
覧
板
の
情
報
提
供
な
ど
。

②
防
犯
防
災
委
員
会
は
、
自
治
会
の
各
事
業
実

施
時
に
合
わ
せ
て
、
令
和
２
年
春
の
交
通
安
全
運

動
、
調
布
市
総
合
防
災
安
全
課
と
の
打
ち
合
わ
せ

で
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
確
認
、
調
和
小
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
設
置
確
認
、
警
察
署
と
詐
欺
被
害
防
止
等
打
ち
合
わ
せ
、

掲
示
板
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ラ
シ
を
掲
示
、
の
ぼ
り
旗
の
設
置
な
ど
。

③
文
化
健
康
委
員
会
は
、
文
化
と
健
康
に
関
す
る
事
業
と
し
て
会
員

の
交
流
を
図
る
の
が
目
的
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
た
め

に
、
ア
ジ
サ
イ
祭
り
、
神
社
例
祭
イ
ベ
ン
ト
等
中
止
し
て
い
ま
す
。

④
環
境
美
化
委
員
会
は
、
一化
と
緑
が
い
っ
ぱ
い
目
指
し
て
花
壇
の

維
持
管
理
、
ま
ち
の
美
化
活
動
と
し
て
柴
崎
駅
周
辺
～
品
川
通
リ
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
や
段
ボ
ー
ル
、
空
き
缶
等
の
回
収
清
掃
な
ど
で
す
。

菫
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鯰

曇

量
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祗
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曇
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肋

鸞

檬
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覇

囃

赳

璽

露

熙

霞

覇

鷺

覇

睫

嚢

顧

卜

麗

赳

璽

菫

菫

詈

量

墨

曇

聾

霞

首
都
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
急
増
の
果
て
に
「き
た
れ
も
ん
」
の
方
言
も
。

そ
の
提
言
を
受
け
平
成
Ｈ
年
に
は
第
１
号
地
区
協
議
会

倉
昌
士
見
町
）
が
設
立
さ
れ
た
。

ｍ

ｌ

量

に

菫

眩

圏

颯

躙

量

聾

眩

量
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肋

菫

眩
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露
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陪

緻
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瞼

屹
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仁

鸞

麒 莉 蛛 勒 鶉 漑 櫃 晰 晰 瑕 蝙 鯰 粽 鶉 鞭 俯 渕 陪 輻

自治会「今昔」物語 3̈

に 餞             進

し     ~二      域
て      刊岬 □田脚腎5 'こ
』  週埋懸I]   お
/=                                     

し
f

δ  ttID■ ri■
「
子」
=鳳
墨r     日庁舌   て

1971年・新庁舎落成までの市庁舎

銀 田 国 銀 圏 国 璽 理 田 圏 醸 圏 目 ‐ 口 ‐ ‐ 自 ‐

自治連協を含め8自 治会がHPを 持ち、多 くの若者が自由に駆使

しているスマートフォンでも気軽に覗ける自治会が増えてきまし
た。さらに多くの自治会のHP立ち上げを応援いたします。

QRコードをスキャンして入り読んでみてください。
各自治会HPは自治連協HPか らも進めます。

二本松
自治会

西部飛田給  サレジオ団地  西山谷東部  桜丘睦会
自治会    自治会    自治会

美化活動の様子

□

編

集

後

記

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
総
会
が
な
く

紙
面
構
成
ど
う
す
る
か
悩
み
、
何

と
か
印
刷
に
同
せ
そ
う
と
思
っ
た

さ
な
か
、
メ
イ
ン
記
事
が
掲
載
延

期
と
な
り
、
差
し
替
え
記
事
を
何

に
す
る
か
大
慌

て
で
の
変
更
記

事
と
な
り
ま
し
た
。

来
年

の
１２
月
に
は
、
自
治
連
協

が
創
立
５０
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、

記
念
誌
の
発
行
と
記
念
式
典
を
開

催
す
べ
く
、
６
月
に
は
４
回
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
記
念
誌
作
成

に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
の
「地
域
の
底
力

発
展
事
業
助
成
」
が
今
年
度
に
限

り
満
額
助
成
を
得
ら
れ
る
た
め
、

数
回
の
修
正
指
摘
に
応
じ
、
総
額

１
６
９
万
円
の
申
請
が
受
理
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。
（俊
）

毎

月
　
第

一
日
曜

日
　

つ
く

る
市

二
日
曜
日
　
骨
董
市

二
十

五
日
　
天
神
市

境
内

で
開
催

し
ま
す

―
プ

天
駐

電
話
〇
四
二

（
四
八
九
）
○
〇
三
二

銅 期 ∬
車検、整備、鍍金、新・中古車、番種保険取り扱い

同
〒182‐0033調布市富士見ETl‐216

幻,042-483-6192(Ft)
FAX 042-484-1116
Ma ichofu@hagiwaraauto cvbb ip 珊

南
岳

白
鳳
仏
殿

２
年
後

完
成
予
定

無
え

十

五

日

十

五

日寺

開

出
忌
法
要

二
八
日

十

五

日寺

不
動
護
摩

供

電 言舌042-486-5511


